
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農地基盤工学研究領域 水田高度利用担当 

被災した水田における低コストな整地・均平 
 液状化による不陸やガレキ撤去後の水田の復旧及び再編整備時において、迅速かつ高精度な整地・
均平化技術は不可欠である。従来から農地造成ではレーザーブル、営農技術ではレーザーレベラーが用
いられてきた。しかし、レーザーシステムは、複数台同時作業によるレーザー光線の錯綜や作業半径
300m を超える場合の精度劣化等が課題となっている。そこで、従来のレーザーシステムをさらに発展さ
せて、RTK-GPS測位を活用した整地・均平化技術を確立することで、作業時間の短縮と省力・軽労化及
び均平精度の向上を図る。 

●GPSレベラーの特徴● 
基地局からの補正情報によって、3次元の高精度な位置
情報が得られるRTK（リアルタイムキネマティック）GPS測位
を使用 
精度は±2.5cm程度でレーザーシステムとほぼ同等 
レーザーの錯綜問題が解消し、基地局1台で半径5～6km
の範囲で共同利用が可能 
レーザーとは異なり、距離による精度の劣化がない 
圃場高低マップ作成、切土・盛土マップの作成、土量計算、
面積計算が可能 
トラクタ内に搭載したパソコンによって、作業状況を確認し
ながら効率的な運土が可能 
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 高精度な測量が短時間にでき、測量しながら整地作業が可能であることから、効率的な施工が可能 
 距離による精度の劣化がなく、広範囲な被災地においても、基地局1台で複数台の同時作業が可能  
 整地作業では約4割の作業時間が短縮でき、高精度な不陸発生状況の把握は復田後の施肥管理や
営農計画に寄与する 
 営農では、精密農業や栽培履歴管理などに用いることも可能で、他の作業機の利用も可能 

 

●液状化水田の測量● 

●GPSレベラーの効果● 

レーザー測量：平成23年4月28日 
測量地点：10mメッシュ（121地点） 
作業時間：4.6時間・人/ha 
最大高低差：約650mm 

場所：茨城県稲敷市西代地区 

    （100×100m区画） 

出典：Google Earth 

GPS測量：平成23年5月18日 
測量地点：1秒間に1回・2.5m間隔 
       で走行（約8,000地点） 
作業時間：1.0時間・人/ha 
最大高低差：約630mm 

被災水田の状況 レーザー測量結果 

GPS測量結果 GPS測量状況 

 東日本大震災による液状化被
害水田において、不陸の発生状
況を測量した 

憤砂と不陸に
は相関は見ら
れない 


